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ト ドマッオホアブラ の桜害防除 

に關する試驗成績

技 手 井 上 元 則

I諸 言

ト ドマッオホブブラは北海述の主ﾡ樹団たる ト ドッに寄生し、樹をﾡ4ナ 

るため、幼樹は樹勢のﾡ明を來し、生不良となるのみならナ、 しさ場合には 

枯死するに至る。又期以のため第一次的に樹勢をな別せしめられたるものは、第 

三次的に変ﾡ4衛小衛等にﾡりめく、政は他のﾡ当管に従されて枯を米する 

ﾡ向がある。

當局が ト ドマツの不成績造林地に就て、御花した結果に依れば. 大部分がﾡ 

数の被書なり と摘せられた。戦錚下増伐に伴ふ造林面積の鎖張と共に、之が株 

管防欧は森林在源の維持用ﾡ上機めてJ要な嶋係を行する。著者は今日ﾡ針葉樹 

類に寄生すろ期森の研究を行ひ, 騎時共成果を強表して來たが、ト ドマッオポァ 

ブクは特になるを以て. 更に深く研究を加へて政炎する定なりしも、時局 

油®の折柄これ以上遷延不可能の狀態となりたる、を以て、未完成乍ら一晩この程 

座 と 以 て打切 り公炎し、農林學者•及 び朴業家の御会考に 供さんとするものである。

傷木試臆研究 に 當 り 団々 W確補と御扱助を賜 り し、肌部場域及び石順前場域、内 

田"一、渡邊千向兩郎士に對し深謝の意を表する。又利査及び沅依比行並に敗神に 

助力せられた元場口ﾡ山二N郎氏、中歳地氏、及び1西正場氏に感書のなを炎する。

I 學名、寄生植物及び分布

(1)ﾡ 名

Cinara todocolus (INouYE) ( ト ドマッオホブブラ)



Tuberolachnus todocolus INOUYE, Ins. Mats.,Vol. X, No.4, PP.131 - 134 

(1936).

Cinaratodocolus (INOUYE), 北海道林ﾡﾡ場時ﾡ, No. 14,p. 3(1938);

河野, 服部報公合研究抄数, No. 5, P. 275 (1938う; 河野, 杉I, 版西昆均, 

No.8, pp. 8-14 (1939); 井上, 北ﾡ,ﾡ太及北地方に於ける針葉に寄 

生する努当類,北海林業試験場時戦め33ﾡ. ロ 18 T9. (1041»井上, 

H本林学合卒季大ﾡ請旗端,pp. 270-275 (1911); 井上, 賞用株林生物被 

害防除拠ﾡ,I(94-08(1942);松下, 森林害二項,E231-233 (1343).

Cinara todoe BHtur, 日本ﾡ当続設,pp. 261-264 (1941).

(2) 後客ﾡ物

ヲ ト ドマツ (Abies Mayriana rYAHE ct KUDO.)

アカ ト ドマツ (Abies sachalinensis rn scH.)

モ ミ (Abies firma sIEB. ct UCC.)

(9) 分 布

本州、北海道、ﾡ太

I 彼害状況

(1) 被害の概ﾡ

ト ドマッオホアブラは ト ドマツの幼樹に寄生し、大抵蟻の保統を受け乍ら生活 

する。槪ね蟻の作つた土莢內にあつて、6月中イ頃よりﾡ大仰ﾡ数を増加し、8 

月上旬には最爲に達し、それよ り9月下仰逢大なる滅少を示さなルでﾡ統加町ナ 

る。本道に於ける ト ドマツの上仲生長証盤期は6一7月頃であるが、本数はとの期 

を通ぎた後、晩秋迄寄生する。随つて本曲は翌年の生長のため貯蔵しつ ・ある替 

養を吸收する關係上、植物の生理作用に著しい悪影響を與へるので、トドマツは 

これがため第二次的に寒害、ﾡ省、早害等に権 り 易くなる。

又 ト ドマッオ ホア ブラ は其開 よ り多量の振を分泌して、樹:幹枝や枝條及び葉に 

附着せしめる。然るとき は共蜜が培養技 となつて第二次的に煤病の一林が發生 し 

て、度々 ト ドマツを枯死せしめる原因となろ。

(2) ﾡﾡの寄生がトドマツの生長に及す形響

M a が寄生すれ ば、生長をボ しく 阻害 される こと は視に 述べた ところなるも、 

未だ之を数字的に炎Wせる文献が無い、な裕は之が生長 卜に及ほす地響を知6ん 

がため、野幌図行#内昭和9年度権ﾡト ドマッ通林にかて、ト ドマッオホアブ 

ッ の被 木と無被木の生長を測定せるに第1炎の如くである。

第1炎 ト ドマッオホアプラの被害木と無被舟木との生長比較 
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被野木は 18 木、4木は!3木の不均なり。

何炎に於て被害木と冊すろものは、昭和9年ﾡ検山後よ り昭和12年秋ﾡ毎年 

被を被り Lもoで. 無被書木とは昭和12年秋造一度も好当の寄生を被らさり し 

ものを稱する。械我常初までは何れ も無被害 木であつて、北全粋長は43.69士0.92 

及び42.29+0.09であつたがそれよ り4年後の砕長はi者 (被木) は79.99+1.89、 

後(無被衛木) は98.48-1.25であつて、共生長が反対となり、無被害木の生長 

が・近かに優れてゐる。※ﾡ元に於ける明ﾡの直優比核は被書木2.66土1.05、無被害 

木9.20+073である。ヌ外設上に被衛木の葉は総色よ り 黄色に愛 じ、樹勢が著しく 

災せるものを認め得るに至つた。之を要するに被害木は無被害木に比し、肥大 

生長 も上仲生長 も共に不良となり、せ細 り た る 怖救木 と な つた。

次に被害木の樹高的根元心徑の相關係數を求めたるに 0.82士0.05 ic して正の相 

開關係を有する。之はﾡ曲の寄生を受け上仲生長低下ナればそれに伴ふて肥大生 

氏も低下することを示すもので、ﾡ独の被書は如何に幼齢木の生長を阻害するか 

が解る。納ひ野幌図布林内の林地は トドマツ老齢林分 を 以て阳続されてゐる關 

係上、寒害、衛書、4書等のﾡが比核的ﾡく、僅かに トドマツが煤病に依り 枯死 

する ものが時々發見される程度で、第二次的に多數の植栽木が枯死するが如き場 

合ゆきも、根品、釧路地方の如く、欧雪の過へところの裸地造林地にかては、特 

■第二次的被安 を被り 枯死する ものがﾡくない。斯かる地方に於ては期端の被宙



防除は林上嵌めて要な意を行するのであるo

第5・
ト ドマッオブプみネ木とﾡﾡ書木との.上生長

(・和 o42 4 トドマツ木ﾡ)

第 1 団
ト ドツオホアプラ の彼木

第 第 4 図
ト ドマッオブラ のが生映況 ト ドマツォホブラ の士※

IV ト ドマオホアフラの生活環

ﾡ曲知は一般に温座と巡産及び企物他のﾡ件の適否に償つて、その脱生世代 

敗を増減する ものである。例ぱ好視の野外氣候の下に於ては,本種は大Mーヶ年

— 5 — .



丁…

4・ う世代であるが、とを宛内でﾡ育ナると8批代位の従積は新易である。ﾡつて 

特殊の数証を施したaで. ﾡﾡの慶 と度と食物とを 興へ注意深 く例育すると 

長い間ﾡ生世代を繰区す可能性がある。

本ﾡは野幌図行林内被害量林物に於ては卵でﾡ多し、5月上、中より所化し 

初め6月上中仰に至 

りて、幹母の広当が 

現れる。砕母 (第一 

世代数) は塗部無細 

の降でW性にて第二 

世代数を路生する。 

第二世代当は行郊ス 

無刻であつて、7月 

上,中句に於てとの 

ル数が現れる。第二 

世代の冇翅型は異株 

間に移動し、無刻型 

は寄主に留つてわ 

る。前者は無題の第 

三世代殺を軍性にて 

路生するが後者は三世代曲に於て一部は行刻型、大部分は無期型を生ずる。第三 

世代以下は1ル至2の無ﾡﾡ生世代を頂ね、早せは10月 ic至れば行性のル曲を 

生する。雄は行刻なるも所性雌当(産卵性雌数)は無ﾡである。明性雌曲は交足の 

後資色にして長桁側形の微小なる卵を ト ドマッの葉に産みつける。一頭の一個所 

の産卵数は2-6Mで数日後ﾡ色にﾡ化する。兩性雌後は交尾後群を 離れ同一株若 

く は異株に歩行 し、葉にﾡ々スは数M宛産卵オるﾡ性があつて、ﾡの分布ﾡ城 

を墳大ナる様に見2る。

以上の紙と野幌の氣候ﾡを示せば第6-7聞の如 く である。

V形 態

(1) 幹 母(卵より所化せる無知生は数なり) ・

第一M数。aは長卵形に して細毛密生す。頭部はﾡ色にして光深少な L。 B部 

及び腹価は魚綠色、 映ﾡはﾡ色。脚は稍光わる加色、誤は光深ある資欄色に 

して第三節の末ﾡ部及び第四節は如色なり。口物は取部の中央部よ り長大にして 

淡色、その末端は黒色な り。ﾡは四位よ り広りその優よ り長せ細モを生じ、第 

三節末崎部に1 側及び第四崎機ル部の益部に小孔の集 り てれる 1 怖の第一次感

第7圏 サ视に於けも魚彼 m と ト ドマツオポアプっOn公ﾡ六載況 

改戦崎所 北i湖述別町野幌岡株 

K 査邮度 ・和124度、償び木100木

孔あ り o 各節長の比を示せばべの如 し。

(I+I)-16 I-39 I-19(13+6)

M長 1.35* 間 幅 0.84耗 船 0.65耗



第二齢数。 第一的数にﾡ似すろも処るところ次の如しo

(イ) ﾡは5節よりる。(") 第一大感ﾡ孔は第四t及び第五tにあり。 

ﾡ節長の比は次の如 L。

(I+I)-16 I-27 I-13 ▼-17(12+5)

価長 .1.80相 領幅 0.90相 ﾡ 0.66相

第三齢数。本齢に至ればﾡ6tとなり、第五位及び第六飾に第一大感ﾡ孔を

じ・ 以に第五飾に一側の第二次厳処を生す。ﾡ第三節以後接合ﾡは深くiれ 

す, 第五節の感死孔は第一次及び第二次共膨起せず。

ﾡﾡ長の比はの如 し。

(I-I)-17 I-29 I-10 ▼-18 W-20(17+3)

の長 2.31相 価価 141 解 0.83

第四齢数(成然せる体叶)。頭部は淡褐色に して終色を術ぶ。胸部は帯裕依色、 

政部はﾡ総色若くは畑終色なり。 状ﾡは加色、叫は赤色、ﾡは責色にして 

第三協以後の各協求綱は町M色な り。脚は資色. 副節末端、歴位、"協は/色、 

足州はﾡ賞縦色なり。胸部の明側は白ﾡを以てﾡはる。面には胸部 り腹部末 

端に至る細長き一縦線あり。

閲は短卯形にして、角狀管の附近福最も廣 し。ﾡは長モを有し、第三及び第 

四節には感ﾡ孔な く 第五衛に は大なる 第一次感処孔の外 に中形の叫さ 感覚孔あ 

り。第六箇には大なる第一次感覺孔あ り、北ﾡには数Mの感処孔が在す。商u 

て第三齢始と著しく興るﾡはﾡ/第二節以後の接合部は深く総れてゐると と 及び 

第五節の感覺孔は第一次及び第二次共少 し く ﾡ起す るととなり。ﾡ節長の比は 

次の如し。

I+I-20 I-44 I-14 ▼-23 W-21(18+3)

・長 3.70 ﾡ幅 2.39把 ﾡ 1.14f

無初胎生雄蟲檢索表 (枠母を含t)

1 .周は四節上り成る (角狀管發述せず極小なり。第一次感覺孔は第三節及び

第四節にあ り ・ 第二次感覺孔を生ぜず)。...................... 第一齢爲

一,陽向は五又は六節より成る。....................................2

2 .ﾡ角は五節上 り成る (ﾡ管は少しく磁ﾡせるもﾡ小なり。第四及び第五節

に第一次感覺孔わり,第二次感畳孔生ぜず).................. 第二齢广

一, ﾡは六位よ りる (第五及び第六節に第一大燃処孔あ り。第五訪に第二 

次感覺を生ず.................................................. 3

8. m 向第三節以後の優合邮は深くれ注ず。第五位の厳電孔は第一及び第二次共 

ﾡ起せす。.............................................第三齢当

ﾡ/第 三以後の証合部は深く縦れてたる第五ﾡの悠処孔は第一及び第二

次北少しく膨屈す。......

(2) 無ﾡﾡ生雌島

ﾡ都は初色、腕部及び取部は 

の終色をﾡびた畑色なり。mは 

船収合卵側形、腕脳面の各飾 

上には悩細なる板の集合」り成 

る 帝狀の暗色なる硬皮板あ り。 

殺眼は眠赤色、ﾡは淡ﾡOに 

して第三節以後の 各節求端はm

色. 脚は淡褐色、ﾡ位の端 

及び試t、第節は黒色、 ルﾡ 

H色、足州及び解板はﾡ資色 

c して緑色味 を 希ぶ。腹前の中

ﾡも領く、多飯の長剛毛密 

坐し、僅かに 白粉 を以て蔽は 

る。頭部に一縱線あ り剛モを生 

ナ、復眼には限規わり、ﾡ/は 

炎でを行し、第三、第四位には 

感現孔なし。第五節には大なる 

第一大感処孔の外に、小形のU 

を感覺孔あり。第六節には大な 

る第一次感ﾡ礼わ り。

ﾡ角の節長比はの如し

第四(成)

第S圏
o). か →・崎A、I)、同上知、○メ町命 = 
Bﾡ、d.)同三動ム解、・.)同燃ムA

(I+I)-18, I-43, I-16, V-22,W-20(16+4)



口吻は腹部の中央に達する。 許は閲形にして行毛なり。 兄片は非然に国

く回形にて、多数の長剛毛を冇す。

密長 2.86相 財幅 1.74# 解向 1.11#

( 8) 有超路生端a .

頭部は初色、胸部は禍思色にして緣色を骄ぶ。一 部はね緑色. 関はﾡ色、秘節 

末端、艇節及び船節は黒色. 複ﾡはﾡ赤色、解は波色. 第三節以後の各節末 

端は町色な り。価 

は細セく映ﾡの附 

近細区く、長隔モ額 

生し、少しく白色物 

を袋よ。頭部には中 

央に一縱線あ り ・多 

数の阿毛生士。複闘 

には朝著な眼規を有 

す. ﾡには長剛モ 

生じ、第三位には9- 

14個の中及び大形感 

発孔を行す。第四価 

には2-4個の中及び 

小形感覺孔を冇す。 

第五節には大なる第

一次感孔の外に1-3の中及び小形悠質礼を行す。第六斑には大なる第一次感 

ﾡ孔あ り。ﾡの節長比はの如 し。

(I+I)-20, I-55, I-20, ▼-26, W-22(17.5+4.5)

.翅は透明忙して褐色味を郡ぶ。再分脈は短く 僅かに杼曲す。第三斜脈は他脈よ 

り細く 2回分桜す。後刻は2斜張を行す。口吻は第三脚基節に述す。 は細

做き側錐形にして行毛なり。足ルは短く してﾡ形、剛毛密生す。開はﾡ大にI-て 

長剛毛商生す。

ﾡ長 3.43札 ﾡ幅 1.64相 ﾡ角 1.34札

川J: 女さ110FC・ #1.0札E。 後也： 長さ2.69相、幅O.77おEo

(4) 雨性雄営 (産卵性端島)(無場)

ﾡ都及び関部は決色、ﾡ師はﾡ色又はﾡﾡ色なり、ﾡは淡色、第三節以 

後の各B未端は暗調色なり、脚は決ﾡ色にして即位の求端及び歴協、船節は时用 

色. 映ﾡはm色. e及びW板は町資色、口物は半透明に して先半部は附色な 

り。船は卵形にして腹部の中央堪も幅ﾡく、多談の長剛モ断生し、僅かに白ﾡを 

以てﾡはる。この白ﾡは胸部の問側及びﾡ部を環節の接合部に多し.背面には前 

胸部よ り腹部木端
で、岡側にﾡれ

色xはmﾡ色の責 

動よ りなる二縦縦 

あり。ﾡ部には中

央に-•縱線あり剛

生す、ﾡ刑は 

モを行し感孔談 

及構量は無却生 

催と殆と同校な

箇長の比は次の如し。

4 □は、るをょび、さでやマでマぷい、-

第10ロ a). 灯ル生 b). 同上ﾡ

(I+I)-17, I-43, I-16, V-22, W-21(16+5)

, 口吻は第三然節部よ り長し。無翅胎刍璇後と苦しく 異る點は、後脱節に多數の 

小回形の感処孔を行することなり。 映管は閲館形にして行モな り。足ルは畑間 

形hは長さょ り大にして多数の長剛モ商生す。

M長 3.01相 , m価 1.79相 ﾡ 1.12 札

(5) 雄数 (行好)

ﾡ部はﾡ色、胸部は黒ﾡ色にしてﾡ色を術ぶ。腹部はﾡ報色、脚は淡N色に 

レて、脳前末端及び脛節、附節は暗色,眼は噌赤色. 口吻は半透明に して先半暗 

色をふ。ﾡは淡柳色第三位以後の各節木端はﾡ初色、 状ﾡは町色、尾州 

及び"板はﾡ資色にして、殺色を神ぶ、Mは長卵形にしてそのﾡはルの逃部
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に於てﾡもく多放の剛毛命生し・少しく白粉を以て恋はる。 刑は長モを何い 

第一大感ﾡ孔の位置はイ却ﾡ生H会と同ななるも ・ その#しく呉る動は第三簡に 

87M内卜, 第四tに9係内外. 第五位に3側内外の第二次感処孔を行することな

り。

ﾡ角位長の比は次ク如し。

(I+I)-18, I-5, W-23, V-23,W1-22(17+5)

ﾡは透明にして殺色をみぶ。知は町次色にしてﾡ色を補ぶ。別脈は淡欄色、 

優分服は短かく佐かにﾡ曲す。ロﾡは庫師の中央上 りL。 状はﾡさ聞雄形 

にLて行モなり、ﾡの生M器は二側の摂ﾡ然と防Wと上 りぬる。

・長 2.62相 的福 1.08年 ﾡ 1.29 前知:長さ 355

価 1.32 後刻:長さ 2.48 幅 0.70

(6 卵

産下された議は責色を符ぶも藩次ﾡ総色に契じ一週叩後には順色となる。長 

桁闘形にして長径1.16相、短極0.53fe。

VI生 態

(1)帝 化
ト ド〜ッオホブプの卵の解化は野幌図行林にかては、(せるが如く5月上・ 

中旬頃である。その最初の紋化は、昭和10年の例では5月10日・同11年の例では 

5月14日でめつた。受城も所化のﾡいものの例では昭和10年は5月15日、同12年 

は6月25日であつた。

以上の例」りて、卵の所化期間は5-11日間であつて、特に卵のホ下されて 

ある環境及び共年の単象狀態に依り多少の迎速かある。

(2) M 皮

トドマッオホブラ の幹母及び無ﾡﾡ生雌独の設魔皮同数及び設区期間を 知らん 

がため. 次の調在を行つな。ﾡに常りては、Jめト ドマツの若枝を廣口塔に抑 

し(中の水は1-2日ﾡに取替へ新ﾡなるものを用夕). そのﾡに所化したばかり 

の体N郷一鈴当、又は胎生されたばか りの第二世代以下の一齢熟を一匹宛寄生せ 

しめ. 每日 2 回宛觀察を続けた。

幹の一設広と大の置氏との間の間ち、各齡朝間は第2表の如く 最安 11 日.

最地4日であつて、三ﾡ設皮で広数 (無語)となる。

第 二世代以 Fの無地ﾡ生出ﾡの説皮も矢ﾡり三問である。 の齢町川は第3 

変の如く であ って、最7日最処2日である。各齢期明はお母: は比枚的 会 いが. 

二世代以 Fに於ては段々短くなるﾡ向がられる。これは氣温共他氣象的要素に

く ものと思はれる。

第2 母の設皮及がA刷間間 (W一仕代ム)

(a和I14 度)

WPt 座 M H 島Mmh (nRt) 高ホ 不地 1 不地 
... .

地所 祐 0 n I I ! I 1 I 1 1」」 型型

« ・2l.V 28.V6 6 7 19 3.V1 15.S 72.7

T 1
9. V| !6. V 22- V 29.V7 6 7 20 3. 15.9 74.9

3 9.VI5.V24. V 29.V|6 9 5|20 +.W 15.9 74.9
4 II. V 18. ▼22V 29.V|7 4 7 18 2.W 15.3 75.7

略 5 1o.V 18, V22. V 31. V 8 4 9 21 .W 15.5 75.3
6 ll.V 19. V 25. V 30. V 8 6 5|19 7.VI 15.3 75.8

w / 10. V 15.V 21. V 27.V 5 6 6 I7 2.V,15.2 745
10. v is.V 24. V 30.V|8 6 6|20 t.W 15.5 75.5 、

。 9 10. v1 22.▼ 28.V|5 7 6|18 - 15.3 75.2
"o 13. ▼ 24.V 30. v 5.WIII 6 6 23 II.V 15.2 73.8

ぶ均 7.1 | 6.0 6.419.5

(3) 仔とその季簡的蜓典

ﾡ曲期間ﾡち卵化又は流せられて上 b、成となるﾡの期間は第3変に示すが

如く、やゆでは17-28日、下均19.5日である。第二世代無如胎生雄週の仔以期間 

は第3炎に 依れば 10-14 日 平均 12.75 日である。 第 ミ代無却脇生H当の f当期 

WIは10-12H不均10.6日である。第四 代無想生催戦のそれは11-12日不均11.5 

日である。第i1代無却略生ﾡ曲のそれは11-15日で不均13日 である。Mの如さ 

仔急期間の速異は (第二世代以下は同一系統の實廳材料に依つた) 条温、 A座 

の他の氣象要素の影響に基因する ものと思はれる6 之 ；要するに、 の奈海優

s 曲期に、W化 したﾡのf独Mは域 も 長く、第二： 世代以下は夏季の氣沮 ttと 

に、行ﾡの政育度督しくﾡ大し、秋季価となれげび滅前廣をする
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ものである。 換言すれば・ 本独の呼数明は他のﾡ始知と向校、須退の上と反 

比例して運波するるのであることが確資となつた。

第3ど 1f貼ﾡ間の節的契(内飼YY式歌 (邸和』I4

-14-

a
番

はせ 
られた
月 II

吐代

香

設 日 各B期間 (Hﾡt) T均 

a
不均 

algI I I ! t

1 I 15. V 21- V 28.▼ 1 6 6
[ 7

19 ia。 72.7
2 9. ▼ I I6. ▼ 22. V 29. V 7 6 7 20 15.9 74.9
3 9• ▼ I 15. ▼ 24.▼ 29. V 6 9 5 20 15.9 74.9

, 4 10. ▼ I 22. ▼ 31. ▼ 8 4 9 21 15.5 75.3
5 10. ▼ I 15. V 2.. ▼ 27. V ラ 6 17 15.2 74.5

10. ▼ I 18. ▼ 24. ▼ %. ・ 8 6 6 20 15.5 75.5
10. ▼ I I5.V 22. ▼ 28.W ラ 7 6 18 15.3 75.2
i.V I 18. ▼ 22. ▼ 29. ▼ 7 '4 7 18 15.3 75.7
I1.V I 19. ▼ 25. ▼ 30:▼ 8 6 5 19 15.3 75.8

10 13.V I 24. ▼ 30. ▼ 5.V II 6 6 23 15.2 73.8
1! 5. W I 12.V 15. W 19.W 7 3 4 14 17.4 77.1
12 5. W I 9. W 13.W I7.W 4 3 4 b 12 I7.4 78.4
13 5. W I ii.W I6.W 19. W 6 ? 3 14 17.4 . 769
14 5. W I Il.IV I4.W 18. W 6 5 4 13 17.4 78.4
15 9.V , I 13.V 6. W 20.WI 4 3 4 II 18.3 77.6
16 21. V I 25.V 29. W u 4 4 2； 10 21.1 72.4
17 21- W 25.W 2. W ? 4 2 10 21.1 72.1
I8 27.WI I.WI 4. WI 9. W 4 3 5 12 20.3 75.9
19 27. W I .W 4.W 7.WI 4 3 3 10 20.6 75.4
20 8. x I I4.WI I6.W 20.VI 6 2 4 12 21.5 828
21 9. 通 I 14.W I8.VI 23. u 5 4 5 14 22.3 83.9
22 9. W I 14.WI I7. 21. 5 3 • 1 12 22.1 83.7
23 27. I I 31. W 3. I 7.Wm ィ 3 II 22.9 86.1
24 30. 3 I 2.『 7. I 3 5 II 23.0 82.9
25 3.WU I 8.W Il.II 15,IE 5 3 1 12 23.5 81.1
26 12.WII I 17.WI 20.VI 24. II ・ 3 4 12 24.3 81.8
27 5. K I 9. K 12. K I6. K 4 3 4 11 21.2 77.4
28 19. K V 24. K 27. K 2. X 5 3 5 13 19.9 70.5
29 1. K 25. K 30. K . X 6 5 4 15*

19.5 74.5

(4) 成期間及び産付ﾡ

幹間及び無ﾡ監生雌始の生期間及びﾡ任数を調せんがため、野税図行朴門 

人工ﾡﾡトドマツ幼齢木を一本究ガみス及び布張り。 何 疗喻 にて 蔵 ひ敵の 従入 

を防せつゝ. 所化ヌは産 Fされたばかりの第一齢数を寄生せしめて銀察をﾡﾡし 

た。又前項にかて遊べた方法にﾡり虫内ﾡ育賞験も行つた。

ト ドマッオホアブラの体母が最後の魔皮をなし数となつてから、最初に伊当 

を産ナ るﾡの期川は第2 炎に示した如 く48日 であつて不均5.5日 をﾡした。

第 4 炎に示ナが如 く 野外何育では、幹母の生存期間は 5 側の例では31-4S日ボ 

均40日で、虫内何育では第5炎に示ナが如く 8 個版の例では 3m 日. 不均45.6 

日であつた。第二世代無却監生性曲のそれは、5側能の野外ﾡ育例では26一62日、 

不地38日でヌ4似ﾡの虫内何育例では31-62日、不均44.5日であつた。第三世代 

aの 4 側間の野外何育例では32-55日不均48日 ・ 第四世代後の 2 側mの例では46 

日であつた。

以上ト ドマツオポプラの無却ﾡ生雌当 (幹文を含む) の野外何前16側mの生 

#期川はボ均42.1日、虫内0前193MMの例では不均43.2日であつて、無地ﾡ生ﾡ 

当の命はそ 42-44 日位のものであること が解つた。

第4* 無都ル宅A場の生期間及げ量

圻外期育實瞼 野拠林内 (昭 印 10 単度)
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個體.

番映

t代

番費
はせ 
られた 
旦 H

キ仔始

JJ ロ

削/終

月・日

冷仔

期間
修仔W

不 均
ー・ II

死 w 
川H

生存、

納間

、 不均

温度

不均関 

係

1 I is. V 9. V 29. W 5。 57 2.9 2.WI 4S 18.+ 78.2
2 I 15. v 9.V 13.V 4 I 3.5 15.VT 31 18.9 737 、
3 I 15. v 7.V 22. W 15 28 1.9 22. W 38 18.6 74.1
4 I 15. V 6.W 25.VI 19 66 3.5 26.. V 42 18.5 77.5
5 I 16. v 16. V 26. W 10 s8 5s 26.W 41 16.6 77.1
6 I 6.V 8.W 30.WI 22 26 1.2 7.Iロ 62 20.1 76.1
7 I 8. V 6.WI 15.VI 9 9 1.0 I6.VI 38 19.7 78.5
8 I 15.V 6.W 2 5 2.5 9.WI 24 19.7 80.1
9 I 22.V Iい.W Is.WI 7 8 1.1 26 209 764

10 I 9.W 26.uI I4. I 19 49 2.6 40 24.2 70.9
II • I 31.W 21.WI 3l.II 20 2.0 I. K 32 24.5 77.3



をﾡ
世代会 卒ﾡ 麻行#

班沏

承均死 t
割間

不地 不闘
含址 られた ル II 川 II

1 ・ 
東/數 J 日 卸攵 係il度

1 5. 2 K 2. K 21 13 06 55 22.6 78 7
13 I 5.谓 24.IE I&. K 25 33 1.3 2. K 50 230 75.7
14 I 12.V 7. K 22. K 15 18 1.2 6. X 55 22.0 79.4
I5 I 22.I Il. K 2. X 21 16 08 7. X * 21.2 80.8

e W22. I I6. N 2. K 13 22 0.9 7. X 46 21.2 808

第う及 ﾡ生触当の生イﾡ間及庁付ﾡ
ネ内ﾡ戦 (WilI4度)

"心物化乂 般立 と 
個我 世代 は方せ なc り た 
審 N 丞後 られた ろ死設 
a/a*テw月日 月日

死改

JH
威爲 洋仔始 4 げ 経 ff イf 〒 2年化T均

itff致t割! 間 in
T 
a/期間 月 H 川 II 刻間 絶題

1 I 9. ▼ 28. ▼ 12. W 45 3.V30.WI 2.2 64 17.6 76.3
2 I 9. V 2. ▼ 20.W 22 3.V I7.VI 3.3 42 16.4 75.9
3 I . ▼

丿しV

2.▼ 28. W
30

4. V24.V 1.9 50 16.8 75.4
4 I 31. V 30.V 30 2. V 2.9 51 16.3 75.5
5 I 27: V 15.V i9 2. u 9 3,7 36 16.1 76.1
6 I io.▼ o. ▼ 9.V io .VI 7.V 1夕 5.0 30 15.6 75.6
7 I 2.W 20. V 22 2.V I8.W 27 1.7 40 16.1 76.7
8 I い.V 5.V 4. VI 29 11. V 26.W 力 40 '2.7 52 17.3 73.7
9 I 5. W I8.V 6.WI 18 23. V I.Tロ ie 2.0 31 19.2 76.0

10 I .V 20.V 15.WI 25 27.V 13.mロ I6 13 0.8 36 19.5 77.5
1! ロ 27. W 9.WI 23. W 14 15.I 20.WI 5 9 18 26 21. 79.7
12 I 8. W 20.WI 8. K 50 26. WI 19.I 24 39 1.6 62 23.0 82.8
13 I 2.7 23.WI 27.7E 35 30.WI 15.IR 16 36 2.3 4 23.2 ■

次に一頭の一世代中の産仔懸數を制先 しなるに、ﾡ母では野外側育 5 個次のイ

何期間川は4-20日不均13.6日で、その間に於けるﾡﾡ曲数は14-66頭不地44.6miで 

あつた。又室内飼の8ﾡの例では産付期川は3-27日ボ均15.5日、産付は

15-60頭平均39.5頭であつた。以上によ り一日の不均産付製は野外何育の場合は

1.9--5.8F均3.5頭, 室内何育の場合の産付数は1.7-う.0、 ボ2.9頭であつco

第二世代以下の無ﾡ脱生雌曲の野外飼育11個間のﾡ何明間は2-25日、ボ均149 

日で、 2盛内ﾡ育5Mmの例Jでは産ﾡ期川は5一24日、 F均12.8日であつなた。この 

場合産行致は野外ﾡ育では5一49頭、不地19頭、空內飼育では9-39頭. その平均

• は22.畑であつなたo

-日 ・mの不均ﾡは野外ﾡﾡでは0.6一2.6加その不均1.」m1、虫内M育では 

0.8-2.3m そ の不均は 1.7頭であつた。

ﾡ間の一日一ﾡの流ﾡ不均は 2.9-3.5頭であるが、第二世代以下の無ﾡﾡ生 

m起りそれは 1.4-1.7mで少いことが解る。仰細に第一5炎を即ればﾡ問に 

比し・ 第二世代以下の無ﾡﾡ生H数o1 日 1頭の産係数は市盟ナる師向があ 

る。

大に行雄ﾡ生代当の生イ期間及流行放を調したろに第6のﾡくである。

第6炎 ぶﾡ球の期間及げ更
野F外ﾡ質戦 野r縦N林内 (u和IO)

ata 吐代 は せ 才仔 死 i 生.存 不均関
番誠 番誠 られた 

』 II "II 川 II
4i * - 11 

tfit n H 期間 ia/ (l

I 14.V 6.W1 2.WT 23 2 1.1 3. Iロ 50 86.9

2 I 22.V 13.WT 28. II 15 1.0 39 21.7 74.4

3 I 22.V1 15.II 29.WT 14 イ 1.4 31.WI 39 21.71 74.4

I 22.V 15.WI 30.VI 15 os 3. mロ 42 21.9 726

I 9.WT 26.WI I.Iロ 19 4 2.6 IS.Iロ 40 212 70.9

ト ドマツオホブラは〔に述べなるが如く、第二、第三世代に於て方川造を生

るが、之が5 Mつ生イ期川は39-50日不均42日でむつて、流行筋間は14-23 

日ポ均17.2Hである。又その伊ﾡは12-49頭ド均2であつて、一日不均の床・ 

ﾡﾡは0.8-2.6 そ の不均 は1.4で あつた。,

以上を幼二世代以下の無太ﾡ生雌数のそれと此桜すると、極めて近似な数字で 

あ って、納二世代数以下は無太ﾡ生帳独も、啊翅胎生雌蟲 も 生 ff期川や益殖力 

にﾡり迷県の ないこと が解 る。 ・

行却生ﾡ独の流行始めは、野幌岡行に於け る昭和10年座の調在では最" 7 
月6日、流行終は8月14日で、最も多く發生するのは 7 月中一下旬である。こo 

頃行刈脇生雌数は県株に飛邦してﾡ生するが、→N一側所に1一数m齢して 

は・"び他の トドマツに飛刈して行さﾡ生するものであつて、有太ﾡ生雌当は木 

撒 の傳播の役割を演ずるのである。之が防除は後にかて違べるが如く、本曲の 

被害防止上 耍 な 意が ある。
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(ウ) 性始の出現及び応P

ト ドツオホブラは野機図行内に於てはポ題第4一5世代に於てﾡ性ﾡを生 

する。野快國市 林では塩銀は用性般程よ り少しく早く出現するが、昭利11年の例 

では10月12日が城平登見であった。兩り鹿性(産卵付缝法)の川理は昭和11不度で 

は10月20日が政Q処であつた。昭和10年度の調布例では術7炎の如く、最産 

卵は10月21日. 城険産卵は11月15日であつた。産卵の最座期は10月下ィー11月上 

何である。

虫内例育4、野外何育5頭の例では産男期間1-19日平均87日、産卵数は2 15 

仰不均64個、一日一頭の不均流卵数は0.3一20例、その不均は08Mである。

所性は当の生イ期間は比散的長く45一72日不均60日である。网性鱷盘の出现す 

る頃の氣 源 は夏季よ り整か忆低く, その不均は17.9-13.0度であるに抑らナ岡性 

錐猖は 比較的長 命 である。兩n 雌塚 は 無場で あ る がば数は 行知であつて雌を求め 

て附近を飛翔移動し交足を遂げるのである。兩的雌端は交兄の後,黄緑色で微小 

な (長さ1.16相*t053) 長側形の卵を トドマッの業に1側所Iに2一6側位充産 

下する。一頭の努当の産卵数は9頭の何育例では2-15Mド均6.4Mとなつてたる。

ト ドマツの葉に産下された卵は初め資色である。日を起ると共に報色を獄びた順 

色に變する力:• 一場川後には殆とﾡ色とな り稍光澤がある。冬に邮は以上の狀個 

で秋P中で越年ナるのである。

第7 用性間■の生存期网及臻卵數 (昭和2邠度)

(0) 樹液の敗牧

(a) 樹液の吸收 と 破位

■液の吸収は樹木か生理伸川紇阻害する結果、被害木は共生艮が著しく不良と 

なる。 年この被ﾡを繰座すときは、艦々ﾡ死するものを生する。樹木は濃作物 

と県り、生民休止初に好程の寄生を受けると、共技害が一底暑しく,而も新芽に 

姫くに新生した場合は、其被害程度が更に大をい。即ち好当O映牧にﾡり、製年 

の生長に準備された脅袋を失ひ、生ﾡ的欠ﾡを生することさは、班書、ﾡ書、・ 

ﾡにﾡり場くなる傾向があるからである。

ﾡ当が汁液をﾡ牧するにﾡつては、ﾡづ曜液検よ り 唾液を植物組織內に注入 し、 

然る後ﾡﾡの艦作用によ り汁液を吸牧するものである。臨つてﾡﾡ株よ り汁波 

と共にﾡがを吸牧 した郷飛は健全木に至つて唾液と共に相毒を注入する結果、或 

種ﾡの体幡をなすナものであることは、他の期ねに於て明かとなつてゐる。ト ド 

マッ 胴ﾡ州が好当の被害監林地に 日立つて多い傾向があるので、日下本ﾡ と 第当 

との關係を硏究中である。

(b) トドマツの化學的紐成

ト ドーツォホブブラの生態を研究する上に於て、特にﾡなことことはこのﾡ 

目の食物たるトドマツの化學的組成を知ることである。當場鷲見技師が野幌國有 

林産トドマッ20年生樹体部の化的細依を調査せ られた と こ ろに依れば第 8 炎の 

如くである。 、

樹幹部各部に於ける化學的組成を比較するに、共の邊材部に於て も亦心材部に

-19-
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於て も大器を 訳ない。然し作ら1 %前性姓出量はﾡ部の下部に、ベントーズ 

のはﾡ師の中部に高に最も多量に合行せられ、次分及び玉白質のﾡはﾡ部の下 

部上 り上部に至るに従つて増加すろ傾向を、メガラクタンのﾡは込材師に於ては 

静部の上部に城も多いが, 心材命に於ては幹術の下部に最も多量に合行せらるる 

ことを知る。又樹幹部の地材部と心材部との各化學的組成を比枚するに、 アルコ 

ール抽出物及びガラクタンの量は材部上 り心材師に次分、蛋白賞及びマンナン 

のは地に 心材部 ょ り 殺材部部に 多量に合行せらる。

こ ・で本数はト ドッ細の何れを求めて生汗するものなりやル味してる必 

ﾡがある。

気数はそのﾡﾡ力が証盤であるから多量のぬ水化物を求し、ﾡ科はﾡと し 

て排混する。第8炎について ト ドマツ小のﾡ分となり間る細ル分を#ぐれば多 

納類日層するペン トーズ: マンナン. ガククタン等第一に考へられる。ヌ水抽 

出物の中に も殺物やﾡ化ﾡ他が合行されてみる。繊維% も亦椚分の一大供給師 

となり得るが、努当の場合はﾡﾡ口でなく、吸牧口であるから、繊維素そのもの 

をの内に吸牧山來るかど う かﾡは しい。水抽出物中の殺粉他は大部分ﾡﾡ物K 

になるものであらうが、この中の殺粉はﾡ曲のﾡ液に依りﾡ化され得る ものであ 

る。 • 1 • •ニ

Davidson に依ればﾡ虫にとつてはﾡ物中の孤白質はI要でなく、ろ不要の 

ものであらう とさ え云はれてゐる。臨つて本独の営養と しては水抽出物若く は多 

ﾡ類にﾡするマンナン、ガラククン、ベントーズ等が大きな役目を持つものでな 

からうかと考•へられる。

(7) 宗の分泌と蟻との關係

努当は樹液を吸牧中にﾡ々足端を少 し く 商5く上げて』r門"から液の露をす 

が. とが即ち努数の振とﾡするものである。これは如何なる成分の ものである ら 

うか、未だ ト ドマツオホアブラにﾡいて調布されたものがない。

Arnhart がカラマツに寄生する一種の努曲 Cinara muravensis の接を硏究した 

総果を引すると、轉化能 武98, 旗ﾡ及びメレジトーゼ53:36. ﾡ白災2.78、ﾡ精 

30:30 (靴燥物買の 力らつて居る。ﾡつてﾡ当の旅はﾡ分が多く味2ﾡいも 

のであるととがわかる。勿論 Davidson も云ふてゐる様に、野曲のﾡのﾡは寄

生げギ 第ま4のHHに供つて多少ながある ものと思はれる。

若し蛾がこの家を見つけると, 迫にとつて蟻の食如に供する。トドマッオホー 

ブクと共する螺ﾡはﾡﾡあるがその中で お災なものはの種ﾡである。

1) . カプフ トカヤマブリ Formica (Formica) rufa I.INぶAEus.

2) . クロヤマデリ Formicn (Serviformica) fusa pponica NorscH.

3) . エゾクシケアリ Murmica (Mlurmica) lobicornis jessensis FOREL..

之等は友チ婚圾を保護せんがため. 樹的に土ホを量り好当と共ﾡしてゐる。若 

し外敵が:土ﾡ内に従入せんとすると、駅はほ然と して之と難网U逐する。即ち蟻 

はﾡ独からい血を貸ふ代りに、好当を保護してやつてゐるのである。

VI ト ドマツオホアフラの最生と環境因子

普通足数肌の増ﾡは環収関子とﾡ接な開係を行するもoで、特に天候良好なる 

とせは県常吸生を見ることがある。故に ト ドマツオホプラの防除に際しても迅 

境とﾡ独の生ﾡとの開係をﾡ分に調布しなければならない。ト ドマッオホブブラ 

のn と 商接なﾡ係を行ナるは次の 件で あ る。

(1) 氣象ル館

(イ) a 度

(")蒸 發

(ハ) 問 量

(=) 風

(2) 食餌木の狀態 (ト ドマツ植栽木)

(3) 天 敵

(1) 氣象状態

氣象状態は ト ドマツオホブブラの死と商接な閲係があるのみならナ、その良 

香は トドマツ幼齢木の活着生長"にも至大の開係がある。然し良好な天候は天敵 

の發生を促し、トドマッオポブラの防除に役立つ場合もあり、自然界の均衡は 

微妙であるから、共時と場所に依り大いに異る ものである。

(a)氣 温

大氣の温庭と トドマツオホグラの狼育及び雅に及ばす地響に就ては優に第
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3及第7に於て設明の通りであろ。木当は野幌に於けるの先では5量となれば、 

独育座が非常にくなり. 低混となれば之に反する。不均氣退12-22度の間 

第11・ トrマッオ*アブクの#ﾡ的P除び敬 ・ 

Aiと称侵量と国係 

び戦切留和I24度 談眼追 ir別町r野F幌M林 

み 不だ紙面ﾡ計使川 試歌 トドツ 4p20応 

に於て凡してろが、第57【よ り特にの証なのは20 -23及附近で、之が

本数訴所の適混の如 く思は北 ろ ・ ・つて木通に 於て時々 生す る冷害凶 件の年は根 

地方の如 ・ は 月不地魚退20度以下の場合が 多いから努始のﾡﾡに も都合がﾡい 

のである。新校にﾡ当は価退ではﾡﾡがくなるが、北経道でX季20度以上の日 

か続く旭川地方の如き内 

陵では特に木ュの幕次が 

証盤な評で、これが被 

も 多いのである。

(b) 森 R
ト ドマツオホブラは 

主としてﾡ林地の審aで 

あるから、ﾡ朴の上木の 

存在と密接な關係があ 

る。書人の普通収扱ふ林 

木は概ね水温の多少に關 

係して敏感であるから、 

地面の満ﾡの大小は地林 

上Tﾡな意染を行する。

蒸会量を促地する原四 

は無權の低い こと。温座 

の商いこと。空条の動 

するとと。空無湯渡の 低 

Vとと及び日照のﾡいと 

とである。從つてこの反 

打の場合は蒸發が制限さ

れる。蒸發に關係する潛,
・第13聞 ト ドツ オホナ プ ラ 試 (No. 5)

因子の中、氣』以外は沿度、同照、通風及び過度にﾡし、林は常に※ﾡを抑
する作用がある。投言すれば林ﾡの閉しな林地の蒸述は、開放地のそれよ り造 

かC少い ものである。
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新ギは野税岡行林に於て不田式紙面流ﾡ計を用ひて流我載を調定し、之とﾡ当 

の増殖と如何なる開係あるやについて試験を行つた と こ ろ第11口の如くであつ 

た。

ﾡ験林は石狩不野の市部に位する唆であつて、トドマツを主林木と I ナラ、 

セン・ イタ・ ヤチグそ・ カグそ等のﾡ変樹がしてる。地府は第四紀下 

ﾡち渋積地符に殿し・ 全林同一雄城なるも,局部的に火山衆を混してゐる。ア 

ブラム シの試験 M No. 1-4 は ト ドマツ清合75-80%、満B約100(fm)、樹 

高520米内外の半齢林である。cの内 No.. 1-2 の改略ﾡは未伐探Wなるも No.3- 

4 は♦和 11 年度の黑年度依り孔狀依伐狀に伐開されたところであっろ. 孔のuﾡ 

は No. 3 は樹高5と略同じく20米P外 No.4 の孔は最大山ﾡ50米、最短20米の和 

細長き孔映である。秋聡山 No.5 はﾡ伐勝地の ト ド マッ造科地であって彼及 な 

難草生育してるる。之一の試験販內に行間及び株m 2 米のが離に ト ドマッ44生 

ﾡ木各2木究ﾡ救し、それに物世の后生雌凿を最初一定敷宛を寄生せしめ、 神

状況を彼仰調在する一方・ 毎日10時に奈級量を調定したのである。

隣験町 No. 1-2 の如く林冠的明帝なるか攻は孔状押伐に於て、 孔の直任樹高 

と略同長程度までは蒸発量少く、努当の殖も少いが No.4 の如き和大なる孔状 

伐杯跡地、若くは No.5 の如き皆伐跳の裸地造林に於ては蒸發室が段々 多くなり 
・ ・

努虫のﾡ別も No. 5 の如きは極第に 旺盛と なる。

以上の納果 り級て、天然林下の トドマッ和樹や柚依木は、強度の柄伐跡の造 

林地の トドマツ幼齢木 よ り・ ﾡ当の被断が少いものであるととが解るのである。

(c)降 水

問量の多少 も 本数の増決 を左行す る。

(a) ト ドマツォホアブラは大雨に會へば よ く死する。

( b) 冷問が績け ば別が: 押し く 聞寄 される。

( c) 夏季の長問は行ﾡﾡ生雌数の活動を坊げるので、本当の似括が抑間される。 

(d) 一般に濕潤なときは種々な菌類の登延を來すので、類擢は之がため鏘され 

ることがある。

(d) 風

本払は主と Lて逃林地の害曲であるが、攻特別な場合を除いてはﾡ林地は征や

舞草若く は 多少の」: 木が存在 し,大なり小なり直接を道るのが常である。ﾡつ 

てﾡ作の行客努当の様に風に依つて犬なる地ﾡをﾡることがﾡい。品し大風o 

とさは、ﾡ当つ行却監生雌自は地距ﾡに飛されることがあるので、ﾡ当の衛括を 

. 助長するﾡ向がある。

以上無温、蒸裂、降水、風等と木ﾡ役生との開係について記造したが、以上の 

H囚子の杯合緒果から現れる氣衆ﾡ件の不良のため収ネﾡ始の卵の解化がめげら 

れる場合が少くない。

例へば4所化前商高通若くは乾かが烈しいと さは、卵內の胚子•に含まれる水分 

が准我して、死するものがﾡくない。 ト ド〜ッの葉に附着してる卵は、4 

中に视沒すると き下部のものは、その艦力のため』死するものが勘く ない。

(2) 食解よの映館 (ト ドツ林ﾡ木のル館)

本ﾡは ト ドッの幼齢木に寄生して、樹液をﾡ牧しト ドマツの生長を限宙し又 

はﾡ死せしめるものである。ﾡつてﾡﾡ木たる市木が山塗で権求後活ﾡもょ く 又 

/Wの環境が苗木の生長に好都合の場合は、本数が寄生すナる も大なる被害を被ら 

ないが、若しﾡ袋木が不健金のものでﾡ求後の番着が脳くヌ立地係が:題かつ 

たりナると、本当の被害は日立つて著しく、箇所に依つては、之がためト ドマッ 

不成績造林地を招來せる例もある。一般に人工な成苗よ り天然生和: 樹は、断曲o 

被害が比校的少いと云はれてゐるが、之は立地のﾡ件が多分に響する もoとu 

はれる。ト ドマツ幼市の分そのものの影響が、好蟲の 器航増減に至大の肥注が 

あるや否やは、尙研究の餘地がある。

(3) 天 敵

ト ドマッオホブラの天敵と しては次の如さものがある。

(イ) 寄生 證・
弊料に聞する Aphidius inoeyeiwATNAuE キバラオホブラバがある。

(") 企曲星曲

蟒飙の捕食昆蟲と してはテンタツムシ、ナナホシテン タ ウム シ、クサガケロッ、 

ヒラクブ、 ヲゴミムシ、ハサミムシ他があり団ﾡが少くない。

(へ) 企肉動物

クモ類は ト ドッオホブラをよ く 捕食する。
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(=) 商 類

氣象ルﾡが歯類の著に好地となるどき努選はﾡﾡに役かされる ことがあり

2-3知られたものがある。 .

以上の中野ﾡ図行林内で努ﾡの天敵と して、最もﾡな役割をじてるのは 

キバラオホアブラベチ、 テンクウムシ、 ナナホシテンタウムッの三種である。

以下とれ等三種に就て簡軍に記載してm く。

(a) キバラオホブラ バチ Aphidius inouyei WAFA•NABE

(一) 形 ﾡ

「ぬ 数 雌の頭及び腕部はﾡ色至加色なり。ﾡ面及び口部は荷資色、 

周角はﾡ初色にして部の2節は赤ﾡ色なり。前腕部は多少赤色なり。知は特 

に翅頂に至るに敬ひ縁紋の下部並に物脈の薬部沿ひは少しく眠色なり。脚は赤欄 

色.図節及び脳節の中央部は多少ﾡﾡ次色を品ナ。後脚はm色に してﾡ節先端部、 

脳節(逃飾を除くう)及びﾡ節はﾡﾡ色なり。取部はﾡ欄責色、 部枚はﾡ欄色、 

各縫合線は淡色,産卵語は黒色なり。頭部は横位平滑に して光深あ り 白色の短軟

モを有す。ﾡは路長 り短く22一24簡あり。胸部は殆ど平滑に Lて光深あり。 

中背板には多少然あ り 側海不明談な り。前仲取位は殆 どボに して光滑あ り ・ 

第一腹節の基部に於て窪む。ﾡ紋の長さは幅の3あり。腹部は披針狀に して、 

頭締の和上 り長L。を卵管は 僅かに突出す。ﾡ長3.5-10#・ﾡはMの及び色 

は雌に似る もﾡは25一26節な り。

(二) 習 性

本種は ト ドマツオホマブラの天敵と し最もﾡなるものであつて、6一9月に至 

りて多数出現し努独のM内に産卵を抑入し、1 卵づつ産卵する。それよりﾡ化 

せる幼蟲 は甥港の儒內にて成長して、ﾡとなり羽化すると、ﾡ当のﾡﾡに開孔を 

穿ち て外界に飛翔 し、新な寄主を氷めて産卵する。甥攝と同様年數世代を繰返す 

ものの如く である。本種の寄生を受けﾡ当は寄生針の幼当が血内で僕々成長す 

るに踏ひ、樹液のり牧を止めﾡが堅くなつてﾡ死する。本種は ト ドマツオホブ 

ラ の法殖防止上極 めて朮要な役割を演じてゐる。 ・

(b) テンクウムシ Harmonia axyridis PAILAS

(一) 形 態

版 a 本域は極めて變化に常み、共色室, 斑紋の變異甚し。頭部は眼を 

除さて全部資色 りR色主で種々のものあり。前板は賞色の地る中央に一5o 

小川牧あるもの、又はM1ﾡ順紋を行するものよ り外終偵く、(門に小叫監を布す 

る bのあり) 若くは外終よ り前t終に至りて狭く資色部を茂すものまで団々なる 

愛化あり。刼用には黄褐色の地に無紋のものよ り19のR紋を布するもの"ありﾡ 

る變化に 富む。M長7-8#内外。

幼 数 次順色にして賞色の責校を布す。 。

(二) 習 性

広Aはト ドマッオホアブラの群横個所に飛來し產卵し、それより孵化せる幼経 

と共に崎中を捕食し極めで有益である。

(c) ナナホシテンタウムシ Coccinella septempunctata bruckii NmlsT

(一) 形 ﾡ

成 数 的は黒色、翅軌は椅黄色に して黒紋を襲ふ。頭項の斑紋は淡黄、前 

的背の前株は淡黄、知mに4黒紋を布し、基部合合検上のものは中叫形、左右の 

ものは合して1終をなし、7 紋を装ふ様に見ゆ。翅底小柄板兩側に小形の淡黄斑 

あり。中胸側板も淡資色をす。m8相P外。

(二) 習 • 性

幼曲、広数と も ト ドマッオホアプラを捕食し甚だ冇益である。

vm 防除法 ( .. I

(1 ) 林業的防除法

ト ドマッオネケブラの林業的防除法は第W卒に於て記せる、木温發生と環境 

因子と の関係を巧みにﾡ用することである。林木の生ﾡにﾡする天然の妥は氣 

候、土地、場所の三項目に亙ってゐる。而して之等の要素は,林木の生育に對し 

•渾然一 開となつて能作する ものである。その綜合を林木自體から見る とき、所訓 

環境であつて、之を林木の生立する一定區域に限つて想定すると きは立地の親念 

が生する。随つて林業的防除法 と は立地の條件が トドマツの生育に適し、且つ本 

数の被書があつても、ﾡ隊に終るが如さ間接的な防除の方決を指すものである。

森林は上木があるため裸地と比較し、氣象條件が青しく異るので、之を巧みに
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第14 トドマッ老め天林にがける折息のげそ

一 み名 Cinara todocolus Ixou"L 
和名 トドマツオブブッ

ト ド〜ッ幼的流林ﾡ (16林班) にて証る奇をなせる針払のト ドエツ試験水を 

6月22日ﾡ期せる トドィツ老動天然林下にﾡ動効しk格Mを質戦せるものなりo

「第15・ 平町式紙西災計に依る小別ﾡ災軟
wと |ドマプ折当数置なる卜Fマﾡﾡ影験。株搭｝とにポける高は量止縦

第16団 : :役 ト ドー ツ天然林下 ()

利用するこ とが本曲防除上渋行効なのである。

次に之を設明せんがため、野機口行林にぬての如せ試略を行つた。

鉢ト ド～ツ幼齢木20木をﾡ伐路地の本当地林地に置さ、自然映館に於て6月 

F主で本数のﾡを行はしめ、之 を%vnm か i項(b) 記載の試験呎第iの ト ドッ 

D閉#下に搬入し、その消長を比核せるに第14口の如きﾡ果を得た。即ち6月22 

日搬入するまでの本ﾡの客生数は200頭以上なり しが、7月下仰には60頭以下に滅

した。7. 8. 9月

eIc於ける裸地ﾡ林

の誓ﾡ状館は、第

7岡に於て.明かなる

が:如く、6月切よ り

狐に神しく旺焼とな

る管なるに、ﾡ期林

下に於ては斯く もﾡ

韵の葬碗が減少する 

のであろ。

今 前記兩比較試除地 と 課地に 於ける平田式紙面蒸發計に 俊る蒸吸量を比校セる 

c第15の如くである。

森#のWは温度、光線、濕度、共他氣象條件の粽合結果から現はれる ところ 

の蒸發に密接な關係がある。之は本経の増減に至大の關係を有し/装量10瓦以下 

に降る と共に木蟲の蕃殖も亦苦しく 迎減する。これに依 り 本ﾡの被書多さ地方の 

指代 は 爾後の造林に 甚 不利 で ある こと が これで没明 されるのである。

路つて努独防除の見地 り論ナれば、天然林は 伐採前,小苗科価造林の如をを「 

行ひ、共更新源を確立してから、孔状ﾡ伐なり採代なりを行つたなら、公滅激な書 

役」り外丹の諸因子の愛勤&比校的少なからしめ、木ﾡの間接防除に役rつもの 

とる。又林地を」二木に依り遮蔽することが. 本過防除に役立つものとせば、

拡林地の保ﾡ木等 は出楽るだけﾡ係せしめることが望ましいのである。

以上述べた如く トドマッオホアブラの被害若しい地方では. 皆伐作業は成る可 

く避け、小商ﾡの孔状押伐(孔のu極樹高ﾡ度)、法を探用ずるととが笠ましい。

_29-- 28



第17置 好Aﾡﾡﾡ除び歌
(トルマッ5生ﾡ以用書のものI03に到し行ふ)

試ﾡ i江別町『野幌Mイ林I6林ﾡ
施行期日 昭和1248中仙

(月仙)8 //

而して腕に皆伐せられたるか,石くは山か地の本放管林地では、ト ト.マッ 

のみをﾡぬせナ他樹団と混ﾡするか、若くは他の掛風を以て一ﾡづ#木を仕立て、

下木ﾡとしてト ドマッを権載ナる方法を探るべきであると信寸る。これは木 

種は ト ドマツ以外の樹証には奈生しない布利な監があるからである。

(2) 築府的防除法

本数は一般良業射当と同体大媒の業京にて死る。農業粉程に就ては今日迄 

多数の資監例があり、ネオトン、デリス石崎液、硫酸ニコチン,除当菊加用石油 

乳孔用. デカ武石ﾡ、魚油石ﾡ及びコロ イ ド石齢 (水1+に登L30以上川ひた 

もの) 等は極めて有効である。

野認行林内当被守式林地でコロ イ ド石厳を用ひて!除した例では第17No 

如き紀’果を務て居る。同岡よ り一用で 

も.込度に り若しく差のあることが解

る。

共に考ふべととは、農業作物にありて 

は、i記の楽剤 を 年々 数回撤布 ナること 

は経濟上左程困難 ではないが,林木にあり 

てはﾡMにある川は別と して、交通不側な 

るも大面積の逃朴地に於て、ﾡかる採作 

を数同繰す。と は容易ではない場合が多 

いから、一且撒布後長期册崎部の寄生せざ 

る報、優良な藥劑と云ひ得る。この意に 

ぬて、煙草粉の使用を推奨せんとするもの 

である。加事粉の中には=コチ ン合行量 は 

0.8% 位で遊離 =コチ ンﾡの ものと、曜類の ° 第18度 ﾡ伊にﾡるI除操作

狀態で存在してゐる。

前者の合行量は事ろ妙な く 後者の比率は多い。従つてﾡ粉の中の = コチン 

所の發生は徐々に行はれ、 効果も硫酸= コ チ ンの如く念激に現れな く 級設に作 

用する。この迎効的=コチン作用を利用せんとするものである。

木の原性能にWしては第9変 No. 2-4 の實喩で明かなる如く、 約1 ヶ月
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に立つて弱屐の寄生を 者 し く 抑制 し得る 列點があ る。両も 普通販資川県典ﾡ流粉 

に到し更に2割5分の刑石次を況じた方が一ﾡ行効であつた。

ヌ本ﾡ撤布の時期に開してﾡ査せる制果は、第9炎 No. 2-3 の 試除の如く 7 

月下旬以降に於て駆除せる場合は, ﾡ県が:桜めて良なである。トドマッの上仲 

生長証座期は6一7月頃1であるから、この時期生でﾡ当の寄生を受けても、 トドマ 

ッには左程ﾡ地響はないが, 實際問理としてこの初を過ぎてから後. 晩秋で* 

第9数 第«除び略

四和24 度
a 名 トドツオホブブク
びﾡ地 野総Mr林術I6林
僕び木ﾡ 卜Fッ 微木ﾡ岡20木究

番 獲
薬 剤 
横 知

万 ・ 

と自数
R充ル 日 と a数

最終洞 
イの G ッ

25/V 23/I 26/1
•・

T.D.O.=級ム川紙京ゆ
No.I T.D.o. 9,220 2,035 4,323 8,340 I6

T.D.M. 5,385 7,720 5080 660

"X
87 T.D.M.=同上十研石灰25

! a/I 23/I 27/ %

No. 2< T.D.o. 3,865 195ラ 3,150 4,125
1 T.D.M.. 4,875 830 1260 i,20 77

27/I 27/ロ I/X
No. 3 T.D.o. 4,470 130 225 700 84

T.D.M. 6735i 135 350 870 87
2/m I8/K 2/X

No.4 , r.p.o. 9205, 25 85 9
T.D.M. 14,710 235 0 100

松が寄生すると きは. 翌年の生長のため貯席しつ、ある栄ﾡを、吸收される関係 

上、林•物の生理作用に悪影響を與へ. ※書、新害、4害等にﾡり易くなるのであ 

るから、本独のﾡ除は7月下頃が収も適諾の校にﾡはれる。又本曲の行刻ﾡ生 

雌狼が發生し、その仔線を傳播して、飛び廻るのは第6表にりかなる如く、7月 

初旬よ り下旬に盛んに行はれるから. とのﾡ盤期を過ぎる7月下句若くは8月上 

ﾡに、第除削を撒布す るとと が最 も合理的で ある。c の時期が適であ ることは、 

m にﾡ卒粉 に映らナ 他の殺曲剤 を年一向施用する場合も 同様で ある。

殊に 7 月下旬頃は造林の下刈期節でもあり、共際に本愚の限除を行ふこ とは、

グカの脚係よ り見ても無駄が少なく適切であるとする。

ﾡ特に注なすべさことは、ﾡ曲はﾡ殖力の証監なものであり、・除の際一ﾡ 

でも生せ 残れば,それがとなつて後日ﾡ○機を興へるととになるから、・除 

は楽府の場合でも赤の場合で も出來るだけ丁寧に行ふ必要がある。

最延前記各種役独府は著しく不足を書け、之が充分なる施用は非常に困難にな 

つたので、才木は故近甥編共他段目用代用薬を創製試輪中でわるから、之が純県 

は別路公変する込である。

(3) 機ﾡ的防除法

トドマツオホブみのmﾡしてなるととろを赤を以て、漬殺することも可成 

り有幼であろ。薬刪の不足の時代には, 述役を併用ナること も良法である。然し 

漬役の場合は役数ﾡれのものが歳等か出來るため、それがとなつて"びﾡ当の 

用物を初める こと があ るので、出米るだけ安ﾡな行効役当州を併用することが蛇 

*し。 べq

(4) 生物的助除法

(Eに第W章に於て記述せるが如く、本曲に討してはテンタウムシ、ナナホッテ 

ンタッムッ・ キバワオホアブラバチ共他師々な天敵があるから、之等を出來るだ 

け保護する必要がある。繁人はよ く天敵と害後とを混同し、天敵はで殺したと云 

よ例を歴々開するととがあるが、本数駅除に際しては敵の形ﾡをﾡび、充分 

条をつけて天敵は出來るだけ保護する様にすることがﾡ しい。

IX要 結

c1) ト ドマッオ ホア ブラ は北海道、神太、本州に分布する。

C2) 木師の食餌価物はアヲ ト ドッ、 カ ト ドマッ、eミ等。 AbiesﾡのM物 

にﾡられ他のﾡ物に移住を行はない。

C8) 同一條件下に於て本攝が連年寄生すると それまで生長旺盛な り し ト ドマッ 

の方が地に生長が不良となつて楽る。

c4) 木描の被害を被つた ト ドツ幼齢木の樹高5登uﾡ (根元)生長の相係基 

は 0.82’士 0.05 で 店 の相關關京を有し、断曲寄生のため上仲生 不良となれば、
・

之 c 件ひ肥犬生長 も 低下すナ る o
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(5) 多は卵にてトドマツ葉上に越年し、翌年5月上、中仰より解化し6月上 

中何に至ればﾡ母の成数が現れる。

(6) 第二世代独は大部分行却ﾡ生任独となり一部は無知ﾡ生は数となろ。

(7 第二世代布却ﾡ生H数の伊は三世代に於て無ﾡ生数となる。

(8) 第二世代無却路生H員の係は第三ﾡ代に於て、布知路生代数となるものと 

ﾡ通曲生ﾡ数となるものとある。

(9) 有ﾡ路生ﾡ数は7月上仰より下仙にIりんに致生し、興株間に飛期して 

ﾡ数をさせる。

(10) 10月上イ頃よ り岡性会現れ、健軍交尾の後渔は ト ドマツ葉上に産卵するの 

である。

(11) 阿性ﾡ数(流卵性任数) は無刻なるいﾡ数は行刻であつて雌を求めて飛期 

する。

(12) 無ﾡﾡ生雌数は3回設皮して後ル当となる。

(13) 伊数期間は幹母では不均10.5日無域ﾡ生雌数では季飾に依りﾡ県があ り ・ 

不均は10.6-13.0日の範ﾡで氣混の上 と 反比例して選滅ナる。

(14) 砕母が最後の既皮を終へて産係するﾡの期間は不均5.5日 である。

(15) 政当の生期間は無ﾡﾡ生帳当 (幹母を合む) ではそ42一49日である。

(16 ﾡ母の産係ﾡ数は野外飼では不均44.6頭. 宏内何ﾡでは不均39.5頭であ 

つた。その一日の産ﾡ数は不均は野外では3.5頭、虫内では2.9頭であつた。

(17 第二世代以下ﾡ生ﾡ数の産係継数は野外何育ではポ均19.0m、室內側疗で 

は不均22.6頭であつた。その一日賞の産数は不均野外では1.4、 内では1.7頭 

であつた。

(18) 第二世代以下の無却ﾡ生雌数はﾡ母に比しその産任数を遥改する傾向があ

・ るo

(19) 有刻ﾡ生雌曲は7月上句よ り8月句にかけて級生するが、野幌では最盛期 

は7月中一下ﾡである。

(20) 有効監生ﾡ曲の生イ期間川は不均42日で産任総数不均は2であつた。一 

日一頭の産ﾡ数は不均1.4頭1であ る。

(21) 兩性蟲の成熟せる ものは 10月上旬よ り 發生するが、 最盛期は 10月下旬一11

月上旬である。

c22) 用性雌独(産卵性雌曲)の生期間川は教的長く不均60日で、その頃の氣 

ﾡは野幌では13.0-17.も出である。一ﾡの産卵数は2-15側、不均6.4側となつて 

ゐる。

(23) 本ﾡはトドマッの脚液をﾡ牧するので樹木は翌年の生長に準備したﾡ養を 

年はれ、ために生理的映略を生するときは迷、・4、4等にﾡり場くなる。

c24) 本編は蟻と共棲 I その保護を受ける。ﾡはﾡ当を保護せんがため樹砕に土 

薬を量り努ﾡと共してろる。若し外敵が近寄れは蟻は装然と Lて之とし 

顕延する。縦はﾡ当がい血を武.代価と してﾡ当を保護してわるのであら。

(25 本建の發生増減は環! 竟因 了 と 密接な紙係があ り、ﾡ中報ﾡルﾡが域もﾡ 

であるが、その中でも特に森朴門の蒸銀量とﾡ接な開係がある。即ち蒸裂量の 

い林地秘本当の役生が少ない。

(26) 健全木は甥世の寄生を受けて も被害科•徹であるが、不健全木程被害が著し

(27) 本独の天敵は多ﾡあるがその中でもキベラオホアブラバチ、テンタツムシ、 

ナナホシテンタウムシ等はﾡもﾡな天敵である。 .

(28) 木程は林地の上木の方無と密接な關係があるので,被害ある地方の天然林 

の上木は 大面積のつﾡ伐を避け、るべく孔映採代(孔の直ﾡルそ樹高聞座とす) 

を行ひ、孔中に ト ドマツの後権樹を仕立る ことが本程の防除上有効である。

(29) 竹伐跡又は山火跡の木当被林地では ト ドマツのみをﾡﾡせす、他樹種と 

れする。若く は他の樹師 を以て一先づ林木 を 仕立て、共下木と してトド

マツ を植栽する 方法が望ま しvo

(30) 本建の販除時期 は7月下 旬乃 至8 月上が最 も 適はで ある。
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